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平成30年8月22日 

各 位 

会 社 名 株式会社オーバル 

代表者名 代表取締役社長 谷本 淳 

 （コード：7727、東証第一部） 

問合せ先 経営企画室長  市村 隆博 

 電話 03-3360-5009 

 

樹脂型渦流量計事業の譲受に関する基本合意書締結のお知らせ 

 

 当社は、平成30年8月22日開催の取締役会において、以下のとおり、横河電機株式会社（以下、「横河

電機」）の樹脂型渦流量計事業（以下、「対象事業」）を譲受することに関して、横河電機との間で基本合意

書を締結することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

1. 事業譲受の理由 

 当社グループは、中期経営計画『ADVANCE 2.0-2021』において、「新規事業」を拡大戦略の一つとして掲

げており、Ｍ＆Ａによる新規事業参入や流量計を中核とした新たなサービスの提案を検討しております。 

 一方、横河電機が展開する対象事業は、1969年に世界で初めて渦流量計を製品化した横河電機の技術や

ノウハウが利用されており、大手半導体向け機器メーカー等のお客様から高い評価を得ております。 

 当社グループは、対象事業を取り込むことで流量計分野における製品ラインナップの拡充に繋がり、ま

た、対象事業が有する技術やノウハウを取り込み、新たなお客様との取引拡大が見込めるため、当社グル

ープの成長・発展が期待できるものと考え、対象事業の譲受に向けた具体的な内容および方法等を両社で

協議するため、基本合意書を締結することといたしました。 

 

2. 事業譲受の概要 

（１）対象事業の内容 

   樹脂型渦流量計の製造ならびに販売 

 

（２）対象事業の経営成績（直近 3事業年度） 

   売上高：6～8億円程度 

 

（３）対象事業の資産、負債の項目 

   譲受資産：対象事業に関する棚卸資産および有形固定資産 

   譲受負債：なし 
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（４）譲受価額および決済方法 

   譲受価額：両社で協議のうえ、決定予定 

   決済方法：現金決済 

 

3. 相手先の概要 

＜横河電機＞ 

（１） 名 称 横河電機株式会社 

（２） 所 在 地 東京都武蔵野市中町二丁目９番 32号 

（３） 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役社長  西島 剛志 

（４） 事 業 内 容 制御機器、計測機器および航機等の製造ならびに販売 

（５） 資 本 金 43,401百万円（平成 30年３月31日） 

（６） 設 立 年 月 日 1920年12月１日 

（７） 連 結 純 資 産 278,673百万円（平成 30年３月31日） 

（８） 連 結 総 資 産 448,809百万円（平成 30年３月31日） 

（９） 
大 株 主 及 び 持 株 比 率 

（平成 30 年３月 31 日） 

日本ﾏｽﾀｰﾄﾗｽﾄ信託銀行株式会社（信託口） 12.90％ 

第一生命保険株式会社 5.87％ 

日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託銀行株式会社（信託口） 5.72％ 

日本生命保険相互会社 5.05％ 

日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託銀行株式会社（信託口 9） 4.31％ 

みずほ信託銀行株式会社 退職給付信託 4.21％ 

ｽﾃｰﾄ ｽﾄﾘｰﾄ ﾊﾞﾝｸ ｱﾝﾄﾞ ﾄﾗｽﾄｶﾝﾊﾟﾆｰ 505223 2.63％ 

横河電機持株会 2.27％ 

828035 ﾋﾟｸﾃ ｱﾝﾄﾞ ｼｰ ﾖｰﾛｯﾊﾟ ｴｽｴｰ ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ 

ﾚﾌ ﾕｰｼｯﾂ 
2.05％ 

ｽﾃｰﾄ ｽﾄﾘｰﾄ ﾊﾞﾝｸ ｳｪｽﾄ ｸﾗｲｱﾝﾄ ﾄﾘｰﾃｨｰ 505234 1.64％ 

（10） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 
当社は当該会社の普通株式を一部保

有しております。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 営業上の取引関係があります。 

関連当事者へ 

の 該 当 状 況 
該当事項はありません。 
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4. 日程 

（１） 取 締 役 会 決 議 平成30年8月22日 

（２） 基 本 合 意 書 締 結 日 平成30年8月22日 

（３） 事 業 譲 渡 契 約 締 結 日 平成30年内（予定） 

（４） 事 業 譲 渡 期 日 平成31年４月（予定） 

 

 

5. 今後の見通し 

 当社の当期（平成31年３月期）連結業績に与える影響は軽微であると見込んでおりますが、開示すべき

事項が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。また、本件に関しましては、事業譲渡契約締結の

際に、改めてお知らせいたします。             

                以 上 


